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東京雪祭 11月 1２日（日） 参加者：西島夫妻、円東、梅田

11 月 11 日（土）、12 日（日）に代々木公園イベント広場で東京雪祭 2017（SNOW
BANK PAY IT FORWARD）が開催されましたが、12 日に当会員４名が財団説明
員として埼玉３名、神奈川３名、東京１名と共に参加しましたので報告します。
登録受付時間 10：00～15：15（昼休みなし）の予定で開始しましたが終盤に
て献血時間が延長されたため登録の方も延長になり 16：10 まで実施した。結果登
録者は 66 名（両日で 114 名）、献血者は 119 名（両日で 211 名）となりました。
本催しは毎年実施しているなか、この様な大勢の方が登録されていることは、主
催者の並々ならぬ熱意と努力、事前周知の賜と感心すると共に、我々への刺激に
なるものでした。併せて、代々木に雪を持ち込むという斬新な発想と開催準備の
大変さを思うに、主催者のご苦労に敬意を表したいと思います。 （円東記）

モラロジー生涯学習フェスタ（麗澤大学） 10 月 1日（日）

今年は「家族のきずな、地域のつながり」というテーマでの開催でした。ステージ
で１７団体の紹介で始まった開会式。その後ステージでは地元の幼稚園児や小学生、
中学生の合唱や吹奏楽で来場者を楽しませていました。ブースは昨年と同じくステー
ジに近いところで、初参加の円東さんのペンシルバルーンが人気で特に葡萄のリクエ
ストが多く大忙しで、刀は井野さんが上手に作っていました。

ある親子さんは「毎年おもちゃをこちらで買ったので今年も来ました」と言われた
ので「ありがとうございます。売っているのではなく骨髄バンクへのカンパです。よ
ろしくお願いします」と。すると子どもさんがお母さんから硬貨をもらい募金箱に入
れ、お面その他おもちゃを選んでいました。
来年からは、おもちゃ（九州の田中さんからの品）がなくなるので、バルーンに力

を入れないと。スタンプラリーでのスタンプ押しは毎度のことですが大忙しでした。
ドナー登録の説明受講者は４名でした。（柴谷）  参加者：柴谷、円東、井野、高橋

スノーバンク柏 10月 1日（日）参加者：梅田、西島夫妻、戸辺、北村、(東京の会)松下、福永

東京の会の福永と申します。柏駅東口歩行者天国で行われた献血併行登録会に、
東京の会から２名が説明員として参加し、お手伝いさせていただきました。
地元を元気にするイベント「アートラインかしわ×SNOWBANK PAY IT FOWARD」

での普及啓発活動に併せて行われたもので、千葉の会からは５名が参加されてい
ました。
午前 10 時、歩行者天国の開始と共に献血バスが到着し、日赤のスタッフの方達

が手際よくテントを組み立てて献血会場を作っていきます。私達も幟を立てたり
ポスターを貼ったりして登録会の準備を進めました。
夏が戻ったかのような暑さの中、歩行者天国を行き交う人達に向かってみんな

で献血と登録会への協力を呼びかけた結果、献血者 41 名、ドナー登録者 22 名と
いう、素晴らしい成果をあげることができました。
柏モディー前広場ではスケートボードの試技を行うなど、多くの見物客で賑わ

う中、試技の合間に荒井ｄａｚｅさんが骨髄バンクや献血についての話をされ、
こちらも大盛況でした。  （骨髄バンクを支援する東京の会 福永達子）

千葉県福祉功労者表彰 11月 3日（金祝）

11 月 3 日文化の日、当会、遠山将一副会長が「平成 29 年文化の日千葉県功労者表彰」を受章しまし
た。この章は、平成 20.22.24.26年にそれぞれ梅田会長、円東・小泉・柴谷副会長が受賞され、当会か
ら５人目の受賞となりました。（北村）

文化の日の表彰は、1948年文化の日が制定され今回が 70回目で、今年の受章者は、61人 2団体、千
葉県議会議場で表彰式が行われ、懇親会は、本庁舎 20 階レストラン黎明にて、功労者・同伴者併せて
108名で取り行われました。
平成 12年７月にドナーになり、同年 10月より千葉の会のボランティア活動に参加し、17年が経過し

ました。入会当初は、県内の献血会場で併行登録会を開催してもらうよう要請しても、千葉県・日赤千
葉・Ｎ市に相手にされず、献血の手伝いをしていた事が今となっては、懐かしく思い出されます。
その後、副会長と事務局長を兼務してこられたのも、ボランティアの皆様がドナー登録者を増やそう、

骨髄バンクを知ってもらおうとの共通の目標があったことで、当会の活動が最近になって認められてき
たのだと思っており、当会員が功労者だと考えます。
今後は、６月の県議会で、ドナー助成制度が制定されましたので、県内の市町村へ拡大していただく

ために、各担当課・市議への呼びかけを行い、ドナーさんが１人でも多く提供に結びつけるため、ドナ
ー助成制度を各市町村に広めて行きたいと思いますので、各担当課の方ご協力お願い致します。（遠山）



登録会報告

ドナーサポートダイヤル
０１２０－８９２－１０６

ドナーさんが移植に向けての不安に対応します。
（特定ＮＰＯ法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会）

順天堂大学（医療看護学部）10月 17日（火） 説明員：西島夫妻

１時間目の授業が終わるとドッと女子学生が押し寄せましたが、ほとんどの学生さん
が初献血の為、受付に時間がかかり待ち時間が多くなりました。
登録者ほとんどが１９歳でした。他の学年は来なかったような？
始めての献血者が多く、そして 400ml は体重規定があり、比重でもひっかかり不採血

が多いのは、女性の多い学校ならではのことでしょう。又、この学校での献血は、日赤
さんも初めてだったようです。

中央学院大学   10月 18 日（水） 説明員：柴谷

久しぶりの太陽の下、テントの中は暑く、外に出たら気持ちが良い秋日和で、日赤さ
んと一緒に呼び込みに精を出しました。が、午後３時前から急に曇り、風も出て、３時
過ぎにはストーブに火が入りました。
説明受講者の内一人は、献血後に来て再度針刺しは嫌だからと言い、「初めに説明し

てくれれば良かったのに」と言われました。
今回の併行登録会では、受付終了後に「ドナー登録はどうですか」との、声掛けする

方がいなかった事が、登録人数が少なかったように感じました。今回の声掛けの感触で
は、登録に結び付きそうな学生さんが未だいたように感じました。

東邦大学 11 月 20・21 日（月火） 説明員：山本栄(20 日)、志田(21 日)  

寒くなるとの予報を聞き、ホッカイロを貼っての活動です。呼びかけ時は、献血ちゃ
んティッシュとギフトオブライフも配布しました。
献血ボランティアの女子学生さんが５名ほど呼びかけ応援に見え、 寒い中きれいな

声で明るくなりました。登録は、男子学生３名、説明のみは女子学生３名でしたが内１
名の 方は初献血で「次回に」とチャンスを持ち帰りました。
本日も献血受付時の声掛けに感謝です。（20 日 山本栄）

造血幹細胞移植委員会 「民間（私的）臍帯血バンクの実態調査報告、今後の対応」10 月 11 日(水)

厚生労働省の第 50 回造血幹細胞移植委員会が開催されました。委員の梅田さんが病欠でしたが、全国協議会事務局の山崎が傍聴
しました。その概要報告です。8 月末「臍帯血の不正医療で医師ら 6 人逮捕」との報道があり、連日マスコミで大きく取り上げられ
ました。民間（私的）臍帯血バンクは、行政では全く把握されておらず「野放し」だったことが事件の背景との指摘でした。
そこで、厚生労働省が実態調査を行い 9 月 12 日（火）調査結果と問題点の報告が出され、同日付で厚生省健康局長から「民間臍

帯血バンクの届出と管理体制等の報告」を求める協力依頼通知が、民間臍帯血バンク事業者と日本医師会・日本産婦人科学会など関
係機関に発出されました。今後の対応については、同委員会と再生医療部会との合同会議で、厚生労働省の一連の措置について検証・
検討を進める方針が報告されました。
当日の委員会では、この他、「骨髄バンクのドナーコーディネート開始ドナー数拡大のトライアル中間報告」もありました。コー

ディネート期間の短縮効果が判明していることから、来年度から全国展開する方針が報告されました。（全国協議会 山崎事務局長）



成田市および成田山新勝寺様のご厚意を頂き、成田市文化芸術センターにて、日本骨髄バンク移植２万例達成記
念「コンサートと落語会」を開催、約１９０名のご参加を頂き盛況のうちに終わりました。危ぶまれた天気も幸い
回復し、成田山新勝寺の庭園散策、お護摩修行、名物勝ちごぼうの精進料理などを体験、堪能したのち、参道の商
店街を散策して、コンサート会場に移動、「コンサートと落語会」で大いに盛り上がり、ご参加の皆様の楽しい思い
出になったのではと喜んでおります。
全国協議会前会長の１２代目市川團十郎丈ゆかりの地である成田での４回目の開催となり、光輪閣では、新勝寺

白鳥法務部長のユーモアある法話。「コンサートと落語会」には小泉市長、関根副市長にご出席頂き、小泉市長の心
強く温かいご挨拶。また、桂右女助師匠の落語の熱演に腹から笑い、三戸素子さん、小澤洋介さんの二重奏の演奏
にうっとりし、免疫力アップに繋がるひと時を過ごしました。
途中のミニトークでは、骨髄提供者（後藤 学さん）と移植を受け元気になった元患者（伊庭 辰雄さん）の体験

談を、骨髄提供者でもある桂右女助師匠の司会で軽快に紹介され、骨髄移植のご理解に役立ったものと思います。
最後に、イベント開催にあたり、後援者の皆様、地元商店会ならびに商工会および企業、ライオンズクラブなど

の皆様方には多大のご支援を賜り、紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。（溝口）

千葉県内のドナー助成制度

日本骨髄バンク移植２万例達成記念「コンサートと落語会」 11 月 11日（土）

千葉県では、県内の市町村への骨髄ドナー助成補助制度が、6 月県議会に於いて補正予算が可決された

ことを受けて、本年４月から導入開始されました。

それを受けて山武市では、９月 22日の補正予算可決をもって、助成制度を開始しました。

助成内容は、千葉県の制度と同様で、骨髄・末梢血幹細胞の提供のための通院・入院等に要した日数（事

業所は休暇付与日数）1 日に付、ドナーは 2 万円、事業所は 1 万円です。(助成金の支給は通算 7 日を上限)

山武郡６市町では最初の取り組みとなりますが、横並び意識が強い自治体の制度創設のきっかけとなる

ことを期待しています。

また、ドナーさんの居住地に係わらずこの制度が活用できることが望まれます。これからも、すべての

自治体で制度ができるように地道な活動をしていきましょう。

千葉県内でドナー助成制度を制定している市町村（平成 29 年 12 月現在）

習志野市、我孫子市、船橋市、千葉市、松戸市、いすみ市、山武市

お 知 ら せ
来年も東京箱根間大学競争駅伝大会の沿道応援を実施しますので、参加してみませんか？

テレビでは感じられない臨場感、感動が味わえます。参加希望の方は、事務局まで連絡下さい。

千葉県内のドナー助成報告：山武市が県の助成補助制度を受けてドナー助成を開始

チョット緊張しましたが、司会者のリードのお陰で気軽に話すことが出来ました。また、骨髄移植を受けた

者として、骨髄提供した人と話ができてとても良かった。患者側としては、当時は提供者が早く見つかって移

植したい気持ちでいたので、骨髄提供者の状況などあまり考えないし分からない状況でした。

私もドナー登録をして居ましたが、そんなに深く考えていなかったので、提供者の話を聞き、決まるまでの

工程の大変さを初めて知り、私自身移植で助かったことに改めて感謝したい気持ちです。

骨髄移植は、骨髄提供者が先ず自分の体調、仕事の調整から提供最適期と患者側の移植最適期間が合致する

ことで移植日が決定される。その間には日赤・医療機関・骨髄バンク等の調整部門があるのですが本当に色々

な人に支えられて、この事業は成り立っているのだと改めて感動しました。（ミニトーク出演 伊庭）

食事会ではお隣のグループのマイクの声にもめげず、ご法話に耳を傾けた後、食事になりました。お向かい

の方とお住まいなどのお話から若かりし頃高校の７年後輩である事がわかり懐かしい思い出話に花が咲いた

り、ボランティアの高校生ともお話を聞けたり楽しい時を過ごすことができました。又お誘いした友達も会食

の時に周りの方とお話ができ、骨髄移植への理解を深められたご様子です。コンサートはアットホームなこじ

んまりとした会場でしたが、生で鑑賞することがほとんどない落語や、夜露が葉の上をころがるような、時に

は迫力いっぱいの弦の響きを身近で楽しむ事ができ幸せいっぱいのひと時でした。（山口）

参加者の声

小泉成田市長のご挨拶 桂右女助師匠の落語 ミニトーク（伊庭さん、
後藤さん、右女助師匠）

三戸さん、小澤さんの演奏



＜編集後記＞
２面の登録会報告に掲載している順天堂大学・中央学院大学の

２校は、来年２・３日の東京箱根間大学競争駅伝大会に出場しま
すので、応援しましょう。
続いて文化の日の裏側を紹介したいと思います。集合時間 30分

前に県議会棟に到着しましたが、１階には、案内者・受付者が対
応して下さり、エレベーターに乗ると操作員が操作して下さいま
した。驚いたのは、エレベーターを降りると廊下には、20人位の
エスコート職員が一列に並び「おめでとうございます」と出迎え
を受け、控室には世話係の職員が受賞者の対応をしてくれました。
表彰式での知事が代表受領者の氏名を抑揚つけた読み上げが、

とても印象に残りました。
懇親会では、108名以上の方々

の給仕を職員が執り行って下さり、
食事をする方としては、至れり
尽くせりでとても楽しい一時が
過ごせました。
最後に、休日を返上して多くの

職員の方々の対応で、１回しかな
い受賞式を記念すべきイベントに
していただき心から感謝しています。  懇親会での食事です

（遠山）                

今後（12～1 月）の予定（お知らせ）

ドナー登録会
・日大生産工学部（習志野）12 月 12 日(火)～13 日(水)
・鎌ヶ谷市役所          12 月 15 日(金)
・船橋市役所           12 月 18 日(月)
・八千代リハビリテーション学院 12 月 19 日(火)
・（株）幕張テクノガーデン    12 月 20 日(水)
・フルルガーデン八千代      12 月 24 日(日)
・八街市役所           12 月 27 日(水)
・ワールドビジネスガーデン    12 月 28 日(木)
・成田市役所           12 月 28 日(木)

普及啓発活動     
・ 箱根駅伝での普及啓発  1 月 2 日(火)～3 日(水)

定例会予定
日 時 1月 7日（日）14時 00分
場 所 船橋ＦＡＣＥ５階 ボランティアルーム

こいこいの 宇宙と地球の随想記 1st シーズン「星の巻」

第５回 地球は本当に動いているのか ～地動説と天動説～

クリスマスも間近となり、空の星も一層輝きを増してきたこの頃です。
日が暮れると、東の空からすばる、そしてオリオン座が次々とその姿

を現します。さて、私たちの地球は 1日に 1回、西から東へと回ってい
るのですが、どうやったらそれがわかるでしょうか。そして、東から西
へと動いていく太陽。本当は、太陽の周りを地球が回っているなんて、
よく考えると不思議なことです。昔の人にとっては、地球が動いている
とは到底信じられませんでした。天動説を支持したティコ・ブラーエも、
地球が動いている証拠が見つからなかったことがその根拠でした。しか
し、ガリレオ・ガリレイは自作の望遠鏡で木星の衛星や金星の満ち欠け
などを次々と発見し、地球が自転しながら太陽の周りを回っている証拠
を見つけ出したのです。現代の私たちにとって、当たり前に思える地球の動きはなかなか自覚できません。もし
かしたら、自分の性格や魅力も意外と自分自身には見えていないのかもしれませんね。（H.K.）

日本骨髄バンクと千葉県の登録者数最新情報（2017年 10月末現在）

『瓢箪から白血病！？』 第５回（骨髄移植） ～I.K.～

友が来て ぱっと華やぐ 無菌室 女三人 三者三様
ドナーとなった兄は若干体格が大きいので、ドナーに選ばれてからは熱心に食事療法に取

り組んでくれました。骨髄液のパックを先生が持って来てくれたとき、先生が妙に興奮して、

「良い骨髄液が採取できたー」と興奮するありさまでした。急に先生たちが来たので、それ

までは女友達と話をしていましたが、家族とバトンタッチして移植を受けました。と言って

も外科手術ではないので、事前に繋がっているカテーテルから点滴で落とすという方法です。

通常ボランティアで活動するときの写真では、上腕の血管から移植（点滴）を受ける、

というように書かれていますが、私の場合、血管が非常に細いので、事前にカテーテルを

体内に一時的に埋め込み、安定期に入るまで採血も輸血も、薬剤投与も行っていきます。

そして骨髄移植もです。カテーテルの挿入は部分麻酔なので、手術中の会話が全て聞こえ、逆に怖かったです。

余談ですが、完全無菌室とは無菌室病棟にあるガラス張りの個室です。シャワー、トイレ、洗面、ゴミ箱、ベッド、

テーブル、Wi-Fi 環境、等が完備されており、一般に考えられる生活に必要なものが準備されています。

こころからの寄付、ありがとうございます。
向井 圭子 様 5,000円 なんそう薬局 様 8,000円

小俣 和雄 様 2,000円 畑井 知加代  様  1,000円

宮内 秀子 様   5,000円 秋林 たかし  様  2,500円

野平 晋作 様   2,000円 栗原 やす子 様  7,000円

モラロジー生涯学習フェスタ募金 19,336 円

コンサートと落語会募金          20,500 円

10 月号記事訂正
４面の『瓢箪から白血病！？』の記事で、下記赤字部が

抜けていました。お詫びし訂正いたします。

「着々と 輸液ポンプは 動きけり 悩む間に 数字移ろう」

全国（累計） 対前号増減数 対前年増減数 千葉県（累計） 対前号増減数 対前年増減数

ドナー登録者数 479,966 +3,220 +12,866 14,471 +154 +884

累計患者登録者数 52,265 +419 +3,920 2,032 +21 +139

累計移植例数 21,307 +231 +1,254 674 +12 +62


